
 

 

 世界知的所有権機関（WIPO） 

 こんにちは、近藤です。新年早々の 1 月 6 日、世界

知的所有権機関（WIPO、World Intel lectual 

Property Organization ）の高野さんが来社されま

した。WIPO はスイスのジュネーブに本部を置く国連

の専門機関です。184 カ国の加盟国間の協力および

他の国際機関との連携を通して、世界中で知的財産

の保護を促進しています。http://www.wipo.int/

about-wipo/ja/offices/japan/what_is_wipo.html  

 高野さんは UNIDO 東京事務所に勤務される萩原

さんの紹介で、地方の中小企業にもアフリカへ投資、

技術移転を行っている企業があると聞き、WIPO の事

例研究としていらっしゃいました。 

 ちなみに、萩原さんは 12 月に書籍を出版されてま

す。タイトルは「スピリチュアル系国連職員、吼え

る！-ざまあみやがれ、今

日も生きている」 説明

では「声」によって 600

回以上の過去生を一気に

“見せられた”著者が語

る、ハチャメチャだけど、

メチャメチャ面白い、ス

ピリチュアル奮戦記、と

なっています。萩原さん

の考え方が、これまでの経験

を通し、コミカルながら真摯

に書かれた熱い本です。 

 話を WIPO に戻します。

WIPO の事例研究として紹

介されることは、当社の取

組、使用済み車輛の入庫から

部品生産、在庫、販売管理ま

で一連の流れを包括管理す

る当社独自の KRA システム、この KRA システムに入

力されたデータを活用し、個別のエンジン毎に車輛の履

歴、品質などを明示したタグを付けた JRS（Japan 

Reuse Standard）、そして、これらの技術をアフリカ

へ移転しようとすること、などが評価されてのことで、

素直に嬉しく思います。 

 2 月下旬には WIPO のサイトにて当社が事例研究と

して紹介されるようです。萩原さんからは「海外の関連

機関から問い合わせが増えると思うので、受入体制を整

えておいた方がいいですよ」と脅し（？）を受けていま

す。サイトでの紹介後の反応が楽しみです。 

いつも身近な存在でありたいと思っています 
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 今月は、国内業務部の 長谷川 進さんからコメントをいただきました！！ 

           ～ハウス内改造と播種・育苗～ 

 １月も後半に入り、先月下旬から始めたハウス内の改造も終わりが見えてきました。今作からは１

列の栽培スペースの中にもう１列栽培ベッドを並列することにしました。この並列した２つの栽培

ベッドにそれぞれ３０センチ間隔でずらしながら植えます。これで１５センチ間隔で植えているの

と同様の株数が栽培できますし、１株当たりの根の領域は３０センチと広めなのでトマトへの負荷

も軽減できます。また、前作の結露の問題に対応するため、通常の底面給水に加えて培土の上からも

給水できるように栽培ベッド１列につき２本の給液チューブを設置しました。 

 真夏の時にも思いましたが今回も大活躍しているのが苗庫です。苗庫がなければこの時期の育苗

は丌可能だったと思います。トラックのコンテナは農業の分野において非常に役立ってくれます。他

にも様々な使い道があるコンテナなのでこれからも有効活用していけると思います。 

 １月１０日に播種した苗も順調に育ち、すでに体長も２０センチを超えました。普通発芽率は８０％

くらいなのですが我々の苗は９

７％以上発芽させることができま

した。２月１日に定植します。今年

最初のトマトなので慎重かつ丁寧、

しっかりと栽

培していこう

と思います。 

  農業の取組み ～農業事業部より～ 

 皆様こんにちは。国内業務部 国内部品課の長谷川と申します。 

現在、週 4 日は本社にて主に車輌からのパーツ取りなどを行なっています。今後は部品

課の皆がスムーズに仕事に打ち込めるよう、微力ながら縁の下の力になりたいと思って

います。後の週2日は当社が取り組み始めたプロジェクト、農業事業に携わっています。 

 宝達志水町において温室栽培（トマトなど）、露地栽培（水田と十数種類の野菜）を行

なっています。どちらも無農薬、有機栽培で行ないます。言葉で言うのは簡単ですが大

変な作業なんです。しかし、安心・安全でなおかつ美味しい食材をお客様に提供し、有機

農業を通して資源循環型地域社会の一翼を担えるよう、鋭意努力して参りたいと思って

います。ぜひ一度能登方面に来られる時にはハウスを覗いて見ませんか！？ 

 数年前、大病をして会社にご迷惑をかけたのにもかかわらず、還暦を過ぎても働ける

場所を提供していただける会社、全社員に心より感謝しております。 

 

国内業務部 

長谷川 進さん 



 

 

 

 

   

 皆さんこんにちは。総務部の松本です。今月から「今月のパチリ」のコーナーを担当することになりました。当

社の日常の些細な出来事を写真と共にお送りします。よろしくお願いします。 

 さて、昨年の大地震以降、東北や関東地方では震度 1 以上の地震が今でも毎日発生しているそうです。当社は東

京と千葉に営業所がありますが、これまで地震に対する備えをしていませんでしたので、これをきっかけに防災

セットを購入しました。避難時に両手が使えるリュックタイプです。グッズは非常食や懐中電灯、ラジオ、トイレ

など計 40 点で、全てリュックの中に収まっています。グッズを見ているとよく

考えられているなぁと感心しました。 

 これを両営業所の全社員と、買付用トラックに常備しました。でも本当は、こ

れを使う日が来ないことを強く願って

います。 

りました。車両詳細というのは車検証のコピーで 

結構ですので、そちらをご用意の上国内部品課まで一度

お問い合わせください。高価買取致します！！ 

会宝産業国内部品課 

TEL:076-237-5138 

担当者：大森、鹿野、大坊 

  改善提案の事例   ～車両詳細付きで高価買取～ 

  今月のパチリ☆ 

 こんにちは。国内部品課の岡部です。 

 今回、「使用しなくなった高年式（2005 年～）純正

部品を車両詳細付きで高価買取をする」という案を提

案書として提出しました。車両詳細があるのとないの

では売れる金額も売れる確率も大きく違ってきます。 

今までもたくさんの純正部品を買取させていただいて

きましたが、やはり装着車の詳細が無い場合が多く、 

買取金額もなかなかご期待に添えないということがあ

  

                   



 

 

相場はどうなの？ ～生産部より～ 

 社内で運用している“ありがとうカード”も今月で４年目に突入です。みんなの努力で少しずつ浸透してきまし

た。そして１月は原点回帰をテーマに「ありがとうボード」をリニューアルしました。ここまでの取り組みが習慣

化されてきたことは間違いありませんが、別の角度から見るとマンネリ化という現状もあります。どのような仕事

でも企画立案がなければ始まりませんが、管理やフォローといった部分も同様に重要です。そのような時に必要な

ことが初心（目的）を忘れないということです。今回はその気持ちを

写真に表してみました（初年度の写真です）。 

 先日も運用に関するご相談がありましたが、いつでもお気軽にお問

合わせ下さい。 

 今月のおまけ 

 こんにちは。会宝産業の山口です。 

 １月の相場は鉄と非鉄で大きく動きました。鉄に関して言えば年末年始で非

常に好調でしたが、日を追うごとに下落の動きとなってきました。 

 これは年末の国際相場が好調だった事に加え、日本での発生増によって外国

から見た日本の鉄スクラップに割安感が出た為に注文が多く、価格の上昇にも

繋がったのだと思われます。しかし、発生が増えれば当然需給が緩和され、後の

値下がりへと相場は動きます。加えて国際相場も頭打ちとなり値下がり局面となった為に段階的に国内の鉄相場も

下がりました。反対に非鉄に関しては、１月２５日の FRB による超低金利政策の延長発表を受け、金・プラチナ・

原油価格が高騰しました。それにつられたのか、銅も価格を戻しましたが、スクラップ価格にはまだ反映されてい

ません。２月に入れば春節も明けて中国の動向も気になりますが、何かしらの動きは期待出来そうです。 

 

 

 

    ～ありがとうカード 4年目突入～ 

〒920-0209 

金沢市東蚊爪町1-25 

会宝産業株式会社 

ホームページもご覧ください。 

http://www.kaiho.co.jp/jp/ 

〒920-0209 

金沢市東蚊爪町1-23-3 

車輌課 （車輌引取り・査定） 

TEL  076-237-5133 

FAX  076-237-1950 

Email : info@kaiho.co.jp 

部品課 （部品注文/担当：大森・鹿野） 

TEL  076-237-5138 

FAX  076-237-6090 

Email : kokunai@kaiho.co.jp 

 1月度実績 

入庫台数    805 台 

処理台数    800 台 

ありがとうございます 

「元気ライスプロジェクト(写真１枚で参加できるボランティア活動)」 
「写真を送る」という行動を、起こしていただいた皆様に感謝です。 

今後も出来ることから、進めていきますのでよろしくお願いします。 
 

●進捗報告 

2012年1月31日現在 2,710 SMILE(636日経過) 

新ありがとうボード ↓ 

“初年度の風景“です → 

こちらをクリックして下さい！ 

http://www.kaiho.co.jp/jp/sp/project/smile14.html

